
テレヘルスによる
リハビリテーション

テレヘルスの使用場面

テレヘルスは従来の理学療法と同じくらい効果的であり、筋力や体力低下、疾患や
状態に合わせて身体機能改善や痛みの緩和などを行うことができます
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新型コロナウイルス感染症の流行時、、理学療法士はテレヘルスを利用して患者さんのサポートを行い、
次のような幅広い症状の患者さんを治療します：

慢性閉塞性肺疾
患(COPD)

慢性心不全 2型糖尿病 がん疾患メンタルヘルス筋骨格系疾患リウマチ性疾患 手術後（例：股
関節・膝関節の
人工関節）

テレヘルスを行う前に：

コンピューター
、ノートパソコ
ン、タブレット
やモバイル端末
などはお持ちで

すか？

インターネット
環境は整ってい

ますか？

マイクやスピー
カー、ヘッドフ
ォン、ウェブカ
メラの動作確認
をしましたか？

ご家族や友達も
ご一緒にいかが

ですか？

インターネット
接続が悪い場合
、固定電話が利
用できます

運動を指導され
ることがあるた
め、動きやすい
服装にしましょ

う

聞きたいこと
は質問リスト
を作っておき

ましょう

対面での利用と同じように、予約をとりましょう。問題が発生した場合に備え、事前に理学
療法士の電話番号を確認しておきましょう
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